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明
大
生
と
活
性
化
事
業 

開
催 

今
年
四
月
よ
り
、
明
治

大
学
水
野
勝
之
教
授
の
ゼ

ミ
生
と
浦
幌
神
社
の
縁
結

び
の
ご
神
木
「
夫
婦
桂
」
を

軸
に
し
た
地
域
活
性
化
を

研
究
し
て
お
り
、
三
つ
の
企

画
を
十
月
中
に
開
催
致
し
ま
す
。
ゼ
ミ
生
等
は
、

六
月
と
八
月
に
来
町
、
夏
季
み
こ
し
祭
に
も
参

加
し
、
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

●
リ
サ
イ
ク
ル
ア
ー
ト
企
画 

       

日
時 

十
月
五
日(

土)

午
前
十
時
～
正
午 

場
所 

浦
幌
神
社
社
務
所 

サ
イ
ト
ウ
パ
ピ
コ
先
生
を
お
招
き
し
、
ゼ
ミ

生
が
考
案
し
た
祈
願
短
冊
の
切
れ
端
を
再
利
用

し
、
大
き
な
キ
ャ
ン
バ
ス
に
ハ
ー
ト
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
を
制
作
。
環
境
問

題
を
考
え
る
。
浦
幌
町
文
化
祭
に
出
展
予
定
。 

●
ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン®

企
画 

              

日
時 

十
月
五
日(

土)

午
後
五
時
～
午
後
八
時 

場
所 

浦
幌
神
社
境
内 

二
十
個
の
ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン®

と
四
百
個
の

キ
ャ
ン
ド
ル
を
境
内
に
燈
し
、
社
殿
で
は
佐
脇

由
佳
さ
ん
の
フ
リ
ー
ラ
イ
ブ
を
開
催
。
境
内
で

は
キ
チ
ン
カ
ー
や
キ
ャ
ン
ド
ル
作
品
も
出
店
。 

●
サ
イ
ク
リ
ン
グ
企
画 

       

日
時 

十
月
二
十
日(

日)
 

午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
四
時 

場
所 

浦
幌
神
社
境
内 

他
町
内 

夫
婦
、
カ
ッ
プ
ル
で
神
社
を
発
着
に
し
た
サ

イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
。
収
穫
し
た
野
菜
で
ピ
ザ

づ
く
り
、
モ
ル
ッ
ク
体
験
、
ゴ
ー
ル
で
お
抹
茶
体

験
。（
先
着
三
組
限
定 

お
一
人
様
一
〇
〇
〇
円
） 

※
詳
し
く
は
浦
幌
神
社
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
下
さ
い
。 

や
す
ら
ぎ
短
信 

令和 6 年  
10 月号  
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十
月
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運
動
月
間 

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運
動
と

は
、
乳
が
ん
の
撲
滅
、
早
期

検
査
を
啓
発
・
推
進
す
る
世

界
規
模
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
す
。
一
九
八
〇
年
代
、
ア

メ
リ
カ
で
乳
が
ん
よ
っ
て

亡
く
な
っ
た
女
性
の
母
親

が
、
孫
に
「
同
じ
悲
し
み
を
繰
り
返
さ
な
い
よ

う
に
」
と
の
願
い
を
込
め
て
ピ
ン
ク
の
リ
ボ
ン

を
贈
っ
た
こ
と
が
は
じ
ま
り
で
す
。
日
本
で
も

平
成
十
年
代
頃
か
ら
こ
の
活
動
が
は
じ
ま
り
、

当
社
で
も
乳
が
ん
を
患
っ
て
参
拝
さ
れ
る
方

が
多
い
こ
と
か
ら
、
令
和
三
年
よ
り
、
ピ
ン
ク

リ
ボ
ン
運
動
に
賛
同
し
、
乳
神
神
社
の
周
り
を

ピ
ン
ク
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
し
て
啓
発
活
動

に
協
力
し
て
お
り
ま
す
。
（
今
年
の
日
時
は
左

記
の
通
り
）
参
拝
者
に
は
、
啓
発
に
関
す
る
冊

子
や
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
ち
あ
ぱ
い
（
乳

房
パ
ッ
ト
）
の
無
料
配
布
も
致
し
ま
す
。 

十
月
五
日(

土)

・
六
日(

日)

・
十
九
日(

土)
 

｢

午
後
六
時
～
午
後
八
時｣

境
内
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ 

浦
幌
神
社
秋
季
例
大
祭
を
斎
行 

 

去
る
九
月
二
十
日
、
氏
子
崇
敬
者
が
参
列
し
、

浦
幌
神
社
秋
季
例
大
祭
を
厳
粛
に
斎
行
致
し

ま
し
た
。
今
年
も
浦
幌
町
の
安
寧
と
豊
作
、
豊

漁
、
豊
緑
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
の
繁
栄
を
お
祈
致

し
ま
し
た
。
祭
典
後
に
は
、
神
楽
舞
（
浦
幌
神

社
神
楽
舞
月
姫
会
）
、
剣
道
（
浦
幌
剣
道
少
年

団
）
、
空
手
道
（
浦
幌
町
空
手
道
連
盟
・
少
年

団
）
に
よ
る
素
晴
ら
し
い
奉
納
行
事
が
行
わ
れ
、

参
列
者
か
ら
温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。 

        
 

    

乳
神
神
社
秋
季
祭
を
斎
行 

 

九
月
二
十
一
日
、
ご
神

体
の
ナ
ラ
の
コ
ブ
が
鎮

ま
る
ご
本
殿
の
御
扉
を

お
開
き
し
、
乳
神
神
社
秋

季
祭
を
斎
行
致
し
ま
し

た
。
参
列
者
と
共
に
乳
神

様
へ
の
日
頃
の
感
謝
と
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。 

秋
季
社
日
祭
を
斎
行 

九
月
二
十
一
日
、
農
耕
神
に
五
穀
豊
穣
と
農

事
安
全
を
祈
願
す
る
秋
季
社
日
祭
を
斎
行
致

し
ま
し
た
。
今
後
も
自
然
災
害
等
が
無
く
、
豊

作
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
致
し
ま
し
た
。 

七
五
三
参
り
の
ご
案
内 

 

令
和
六
年
の
該
当
者
（
数
え
年
） 

男
子 

令
和
四
年 

 
 

 
 

 
 

三
歳 

 
 

 
 

 

令
和
二
年 

 
 

 
 

 
 

五
歳 

女
子 

令
和
四
年 

 
 

 
 

 
 
 

三
歳 

 
 

 
 

 

平
成
三
十
年 

 
 
 
 
 
 
 
 

七
歳 

 

十
一
月
末
ま
で
予
約
に
て
ご
奉
仕
致
し
ま
す
。 

 
 

（
玉
串
料
三
千
円
よ
り
お
気
持
ち
） 

発
行 

浦 

幌 

神 

社 

社 

務 

所 

北
海
道
十
勝
郡
浦
幌
町
字
東
山
町
十
八
番
地
の
一 

電
話 

〇
一
五-

五
七
六-

二
四
四
八 

    

 


